
消費拡⼤等事業 検討報告

消費拡⼤等事業検討PT
2026年度JPPA通常総会

2026年6⽉30⽇



なぜ今、消費拡⼤等が必要なのか︖︕

「養豚⽩書2024」

”効果的な宣伝が不可⽋”

⼈⼝減少、待ったなし︕ 業界の維持・拡⼤には、消費拡⼤等（PR活動）が必須

韓国の成功例
＜１⼈当たり年間豚⾁消費量＞ 

90年代は⽇本と同⽔準
⇨ 現在は”倍以上（30kg超）”

（チェックオフ資⾦約40億円）
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１⼈当たり年間豚⾁消費量と⼈⼝の推移

１⼈当たり豚⾁消費量（キログラム／年） ⼈⼝（万⼈）［右軸］

（キログラム／年） （万⼈）

（年）

資料：農林⽔産省「⾷料需給表」「⾷料・農業・農村基本計画（令和7年4⽉）」、国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所「⽇本の将来推計⼈⼝（令和5年推計）」のデータから作成

2010年：⼈⼝のピーク
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国産豚⾁のポジショニング

国産ブランド豚

各産地等によるPR活動

銘柄ごとの差別化

⾼品質・⾼付加価値を訴求

⾼価格帯

⼀般国産豚⾁

統⼀的なPR活動が⽋落

認知向上、ファン作りが⽋落

ラベル表⽰による訴求不⾜

市場のボリュームゾーン
だが、PRの空⽩地帯-

輸⼊豚⾁

価格訴求

外⾷・加⼯品で浸透

低価格帯
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⼤掛かりなPR活動による
ファン作り



輸⼊豚⾁のPR活動
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PR活動による業界のイメージ向上

PR活動 認知向上・ファン獲得
⽣産意欲向上

期待される波及効果 

⼈材確保・定着や、⽣産者の⽣産意欲にもつなげたい

⇨ 業界のイメージ向上

「⽣活の⾝近にある産業」「魅⼒ある産業」「社会から必要とされている産業」
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⼈材確保・定着
業界活性化



広報専任チームの設置

組織体制図（案） 

チームが⽬指すもの 

「業界がざわつく」インパクトのある取り組み

誰⼀⼈取り残さない

「オールジャパン」の取り組み

安定・継続した活動が⼤事 
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主な取組案

デジタルマーケティングを軸に多⾯的に 

SNS運⽤
公式LINE、Instagram、X、TikTok・・

ブランディング
統⼀ロゴマーク、キャッチコピー・・

イベント・⾷育

レシピ・料理コンテスト 研究・調査 マスメディア・外部連携

フェーズ別戦略 

フェーズ1（2026年）
・広報専任チーム構成
⇨ブランディング、SNS等
（デジタル媒体での情報発信を基盤とした取り組みから着⼿）

フェーズ2（2027年〜） 
・フェーズ１検証
⇨ ⼤きな予算規模のものの検討
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JPPA広報、いよいよ始動します！

全員参加、自分たちの力で業界を盛り上
げていきましょう！！


